


国連ミレニアム宣言（United Nations Millennium Declaration)

２０００年９月８日、国連ミレニアムサミットで採択

①平和・安全・軍縮、②開発・貧困撲滅、③環境保護、④人権・
民主主義・良い統治、⑤弱者の保護、⑥アフリカの特別なニーズ
への対応、⑦国連強化を柱に、２１世紀の国連が果たすべき役
割の方向を示すもの（←グローバリゼーションへの対応が念頭）

ミレニアム開発目標（ＭＤＧｓ）を支える価値やＭＤＧｓの基礎と
なる目標を含む

【２１世紀の国際関係における基本的価値】（パラ６）
①自由：尊厳、飢餓からの解放、恐怖からの解放（→人間の安全保障）
②平等：開発から恩恵を得る機会、男女の権利と機会の平等
③団結：グローバルな課題への衡平と社会正義の原則に基づく取組
④寛容：人類の多様性の相互尊重
⑤自然の尊重：持続可能な開発
⑥責任の共有：経済・社会開発、平和・安全への取組の責任の共有

【ＭＤＧｓの基礎となる目標を提示】
ＩＩＩ．開発および貧困撲滅

全ての人々が開発の権利を現実のものとし、全人類を欠乏から
解放することにコミット（パラ１１）

以下を決意（パラ１９、２０）

①２０１５年までに、一日の所得が１ドル以下の人口比率と飢餓に苦しむ人口
比率を半減（→MDG1）
②２０１５年までに、全ての児童（男女）が、初等教育課程を修了できるように
し、全ての段階の教育において男女の均等な機会を確保（→MDG2）
③２０１５年までに、出産死亡率を４分の３、５歳以下の乳幼児死亡率を３分の
２、それぞれ現在の数値から削減（→MDG4、5）
④２０１５年までに、HIV/AIDS感染、マラリア等の疾病の蔓延を止め、減少させ
始める（→MDG6 )
⑤２０２０年までに、少なくとも１億人のスラム居住者の生活を改善（→MDG7 )
⑥男女平等と女性のエンパワメントの促進（→MDG3) など


